
13．水平な場所でのストレッチャー移送の場合、塵型適を先行さ私顔色を確認しながら進也

叉　　を

襖仰紛ら…度くらいに上半身赦した椎を主全室匿というox　77ウラ→仕

房．体内の循環血液量は静水力学的圧力により醜する0

16．ベッド上で患者を仰臥位から側臥位にする場合、患者の胸部申ばした状態で、膝は屈曲させてから体位変換

迅」＿垂塵も準適塾

毎・裾酔生のリスク

18．ボディメカニクス活用のポイントとして、看護者の体の重心は基底面喝壁にあると動きが安定してよい

＿茎＿　⊥＿円4＿虹＿

∈タ・仰臥位では体重の約亜％璽塾に加わる。

㊥・日常生活動作を応札た活動（買い物・洗濯予服薬なロのことを鎚という0

毎・圃坦垂侯鍬脇間抑触感」と嘘静瞳や媚の不動性たよって生じる一滴の障害の総釈ある
○

馳・牒墓場／娠（血2で計鮎れる栄養状態の判定法の撒魅遥数という。
X

23・ケツ交換の配は、ベッドブラシを幽向かって使閏する0く∴／

24．滴拭時に用意する湯の湿度は「般的に盛程度である。

2年陰繊浄は安部の安静が必要な患者には行わない。

辣 体温を下げるための効果的な冷電法の部位時嘩塾である。

27．湯たんぽは直接患者の足先につけるようにして使用する。

28．氷枕には一般勒こ氷を全医の2／3、空室を1／3入れるのが釦㌔

29．空気の熱伝導率は水の熱伝導率より壷払
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止＿　－屋年に軋＼軸塵
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